
ＣＳＦ(豚コレラ)感染拡大防止等の対策について

【担当省庁】農林水産省

京都府内の養豚農家におけるＣＳＦ（豚コレラ）発生リスクを確実

に下げ、養豚農家が安心して経営を継続できるよう、以下の措置を講

じていただきたい。

○京都府を接種推奨地域に設定し、予防的ワクチン接種を認めると
ともに、必要なワクチンを確保

○ワクチンを接種した豚が風評被害を受けないよう、消費者等へワ

クチンの安全性の説明を徹底するなどの万全の対策

○ＡＳＦ（アフリカ豚コレラ）の国内侵入防止に向けた、水際防疫
の強化による万全の対策

【現状・課題等】

■ＣＳＦの感染の拡大

・特定家畜伝染病であるＣＳＦが昨年９月、26 年ぶりに国内で発生、感染の拡大

により終息が見通せない状況であることから、農林水産省は「豚コレラ対策の防

疫指針」を変更し、豚への予防的ワクチン接種を認めることとした

■ＣＳＦ対策ワクチンの接種

・現状、豚へのワクチン接種は、野生いのししの感染が確認されている 12 県（群馬

県、埼玉県、富山県、石川県、福井県、長野県、岐阜県、愛知県、三重県、滋賀

県、静岡県、山梨県）に限定。一方、京都府は、福井県、滋賀県、三重県と感染

確認県と広域にわたり隣接しており、感染いのししの侵入は避けられない状況

・府内養豚事業者（京都府養豚協議会、４戸、10,467 頭［府全体の 99 ％］）から、

京都府における予防的ワクチン接種を強く要望

■アジア諸国でのＡＳＦの感染の拡大

・アジアで猛威を振るうＡＳＦは、平成 30 年８月に中国で発生後、令和元年９月に

韓国で発生するなどアジア諸国で感染が急速に拡大しており、国内へのウイルス

の侵入について予断を許さない状況。発生国からの全旅客の手荷物検疫の徹底や

罰則の強化など、さらなる水際防疫の強化が必要

■府内豚飼養戸数

養豚事業者 ８戸 10,551 頭

愛玩等飼養者 35 戸 162 頭

合 計 43 戸 10,713 頭
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の担当課

【国の事業等】

■概算要求 ［農林水産省］

► 家畜衛生等総合対策 6,086 百万円（令和元年度予算 5,198 百万円）

ＣＳＦ等家畜の伝染性疾病の発生予防・まん延防止対策等の支援

► 消費・安全対策交付金 4,993 百万円（令和元年度予算 2,017 百万円）

ＣＳＦ発生地域等での野生動物の検査、農場への疾病侵入防止対策を支援

■ワクチンベルトの実施

野生いのしし対策として、野生いのししへの感染が確認された地域を取り囲むよう

に、経口ワクチンの散布を実施しワクチンベルトの構築を予定

１回目は９月に７県で実施、２回目は来年１月に７府県（京都府含む）で実施予定

※９月時 ：西地区＝福井、滋賀、三重 東地区＝石川、富山、長野、静岡

次回(１月予定)：西地区＝京都、奈良、和歌山 東地区＝新潟、山梨、群馬、埼玉

■空海港における水際検疫の強化

ＡＳＦの侵入を防ぐため、発生国からの旅行客の手荷物検疫や靴底消毒、外国客か

らの肉・肉製品の違法な持ち込み対応の厳格化等を実施

（旅客の携帯品（肉・肉製品）からウイルス遺伝子を 77 例確認［10/25 現在］）

【京都府の取組】

■豚コレラ予防対策事業（令和元年度９月補正）

（１）豚コレラ予防対策野生いのしし捕獲強化事業 3,000 千円

（ほか既決予算対応 1,090 千円）

主要農場でのＣＳＦ感染リスク低減のため、農場周辺での野生いのししの捕

獲を強化 （捕獲見込み 300 頭）

（２）豚コレラ対策緊急事業 9,000 千円

ＣＳＦ感染野生いのししが府域から 10 ㎞に侵入した場合に、特定家畜伝染病

防疫指針に基づく野生いのししの捕獲、ウィルス検査体制を整備

■野生いのししの捕獲及びサーベイランス検査

野生いのしし捕獲頭数 5,325 頭（R元.９月末）（昨年同月末比 113 ％）

捕獲いのししサーベイランス検査：検査 24 頭 全頭陰性（R元.10.30 現在）

■豚コレラに係る政府要望

豚コレラの発生拡大により、状況に即して、農林水産省対して要望を実施

８月 26 日に「豚コレラ等、特定家畜伝染病の防疫強化」

→ 水際対策およびまん延防止対策の強化等を要望

10 月 16 日「豚コレラワクチン接種の緊急要望」を要望

→ 京都府における豚への予防的ワクチンの接種、風評被害対策の徹底

令和元年 11 月 京都府


